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地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 
研究課題別終了時評価報告書 

 
１．研究課題名 
遊牧民伝承に基づくモンゴル草原植物資源の有効活用による草地回復 

（国際共同研究期間：2020 年 7 月～2025 年 10 月、JST 側研究期間：2019 年 6 月～2026 年 3

月） 

 

２．研究代表者 
２．１．日本側研究代表者：浅見 忠男（東京大学 大学院農学生命科学研究科 特別研究員） 

２．２．相手側研究代表者：ジャバザン バトフー（モンゴル国立大学 応用科学工学部 教授） 

 

３．研究概要 
乾燥・低温ならびに貧栄養という厳しい自然環境に生育するモンゴル草原植物は、環境に適応

した固有の成長メカニズムや各種耐性を有し、そこには未知の遺伝子や生理機構が作用している

と予測される。また、家畜が選択的に摂取する植物もあり、それらには何らかの効用があると考

えられるが、科学的解明はまだ進んでいない。一方、モンゴルの草原は、1990年代以降のヤギを

はじめとする家畜飼養頭数の増加と気候変動が相まって荒廃しつつあり、その対策が急務とされ

ている。 

本プロジェクトでは、モンゴル草原において長い生活史を持つ遊牧民の草原植物に関わる知識

と伝承を集め、機能や有用性を科学的に実証することを目標とする。また、生産性および家畜の

健康増進効果を基に選抜した草原植物の栽培法を確立することによって、モンゴルにおける遊牧

畜産業の持続的発展に寄与することを目指す。さらに、この方法論を応用し、同様の問題に直面

する世界の遊牧畜産業の活性化に寄与する。 

プロジェクトは以下３つの研究題目で構成されている。 

研究題目１ 貧栄養条件下においても高生産性を保持する植物の生理機能と原因遺伝子の解析 

研究題目２ モンゴル草原植物由来の新規機能性化合物の同定とモンゴル有用牧草としての活用 

研究題目３ 遊牧民伝承に基づく迅速成長植物および機能性植物の栽培技術の開発 
 
４．評価結果 
 
総合評価：Ａ＋  
（所期の計画をやや上回る取り組みが行われ、大きな成果が得られた。） 
 
 本プロジェクトは、モンゴルの乾燥した気候条件と遊牧社会において、現地研究者の知見と日

本側の学術知見が融合し、モンゴル草原植物の科学的解析と草地での実践が着実に進展した。遊
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牧民伝承に基づき迅速成長性を有する草原植物Chloris virgata（イネ類）や家畜が選択的に摂取す

る草原植物Artemisia sieversiana（ヨモギ類）およびRheum undulatum（ダイオウ類）の有用性を科

学的に裏付け、遺伝子解析や有効成分を特定し、所期の計画を超える特許取得と応用展開に成功

した。さらに、難しいとされていた荒廃草原の回復についても新たな栽培法を開発して、一般的

に活用可能な手法を実証しつつある。特に、荒廃した草地の迅速な回復を目指し、C. virgataの迅

速発芽・成長特性を分子生物学的に明らかにした成果は特筆すべき業績である。加えて、乾燥ス

トレス耐性に関連する新規遺伝子を見出し、日蒙共同での特許出願に至り、著名な科学誌に公表

したことはプロジェクトの大きな成果の一つである。今後は、本プロジェクトで見出した遺伝子

の持つ乾燥抵抗性機構を解明したうえで、実際に応用利用することを期待する 

また、これまで家畜が食さないとされてきたヨモギ類草原植物を活用するため、野外観察によ

る実証と活性成分の単離・解析を行い、家畜動物用サプリメントの開発を行った点は、具体的な

社会実装につながる優れた成果である。 

当初は、コロナ禍の影響で地域住民が暮らすフィールドでの実証試験が遅れていたが、プロジ

ェクト後半、草原植物の生態条件が異なる３か所の試験地を設営するなど、具体的な道筋が遊牧

民に見える形でプロジェクトが運営された点は評価される。さらに、当初の計画には無かった草

地保全教育や情報発信・普及の場「ノマドガーデン」を設置するなど、プロジェクト成果の普及

を精力的に行っている。加えて、人材育成や技術移転も着実に進んでおり、それに伴う論文発表

あるいはメディアへのアウトリーチ活動も積極的に行っていることから、今後の展開が期待され

る。 

  

４－１． 地球規模課題解決への貢献 
 
 本プロジェクトは、モンゴルの荒廃した草地の迅速な回復を目指して、モンゴルに生息する野

生草原植物 C. virgata の持つ迅速発芽性、乾燥耐性などを明らかにするとともに、複数の草種を

組み合わせる栽培法を案出し、遊牧民が伝承してきたモンゴル牧草の有用性を科学的に明らかに

した。この成果は、モンゴルと同様に草原荒廃の問題を有する中央アジアなどにおいても、今後

の草原回復に向けて大きな意味を持つと思われる。一方で、本プロジェクトは寒冷なモンゴルに

自生する草原植物を対象としているため、得られた研究成果や技術を寒冷でない国や地域に直接

波及させることは難しい可能性もある。この点を考慮する必要はあるが、本プロジェクトで得ら

れた研究の知見が幅広く応用され、適用範囲が広い地域におよぶことを期待する。 

 また、プロジェクト最終年度である 2025 年度は、プロジェクト成果普及のための研修会（ワー

クショップ）をモンゴル国内（県・ソム）で開催しており、アウトリーチ活動に積極的に取り組

んでいる。メディアと連携した広報活動も多く、モンゴル国内ばかりでなく、同国と類似した環

境をもつ国や地域の研究者も本プロジェクトの研究成果に興味を持ちつつある点も、今後の展開

が期待される。 

また、科学的インパクトについては、C. virgata というモンゴルの過酷な環境で生育する野生草



3 
 

原植物を対象とし、特異的な乾燥耐性などの特性および関与遺伝子の解析に関する成果はインパ

クトが高い。加えて、伝統的な薬草成分について、生物学的効果とその科学的解明に関する成果

を多数の学術論文に積極的に発表している点も高く評価する。 

さらに、越冬時の家畜飼料が不足することを解決するために、春先と秋以降に家畜動物が食す

る A. sieversiana と、消化器系を整えるとされる R. undulatum について、主要成分の同定、解析を

行い、家畜動物用サプリメントとして開発し、家畜薬局方に登録されたことは大きな成果である。

今後は、企業などと連携して、安定した製造技術の確立と遊牧民への普及手法などを継続して検

討いただきたい。 
 
４－２．相手国ニーズの充足 
 
 本プロジェクトの研究開発の成果のみで、モンゴルの荒廃草原がもとの豊かな草原にすぐに回

復することは難しい。しかし、プロジェクトからは将来活用できる技術シーズが複数出されてお

り、相手国ニーズの充足に与えるインパクトは高いと思われる。一方で、社会科学的アプローチ

が含まれていなかったこともあり、課題解決、社会実装へのアプローチは十分とは言えない面も

ある。直接関与していない地域住民（遊牧民）の実態が日本側にまだはっきりと見えていない点

など、社会実装に向けてモンゴル側とのさらなる密な協力が必要と思われる。 

 「ノマドガーデン」構想を実現し、プロジェクトで取り扱う草原植物種ばかりでなく、林木な

どにも対象を広げ、飼料生産、防風、薬理などもスコープに取り込んだ手法は大変興味深い。し

かし、スコープが広いため、技術の実証に至るまでには相当な時間を要すると思われる。プロジ

ェクトの成果を実装するため「ノマドガーデン」の運営管理について関係者と継続して協議して

いただきたい。 

 人材育成・継続性の点からは、モンゴル側の若手研究者を含むスタッフの積極的参画が見られ、

プロジェクト成果の持続性は高いと考えられる。技術移転も着実に行われている点や、プロジェ

クトで搬入した研究機器が十分に活用されている点からも、今後の継続的発展とさらなる新たな

展開につながる見通しは高い。 

 さらに、レストレーションマニュアル、パンフレット、普及計画書などを作成し、遊牧民、行

政関係者、研究者などのステークホルダーに配布するなど、普及活動を行う複数のプラットフォ

ームが準備されている点も高く評価できる。プロジェクト終了後もモンゴル側と連携して、より

大きな政策レベルへの積極的な普及に取り組んでいただきたい。 

 

４－３．付随的成果 
 
 モンゴルに生息する野生草原植物の有する迅速発芽性、乾燥耐性などに関する先進的な研究が

本プロジェクトで進捗した。さらに、野生草地の中で、特定の種の栽培化という極めて困難な取

り組みの基礎技術を確立しており、科学技術の発展への貢献は大きい。植物成分の有効利用に関
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しても、モンゴル側の発案により、製薬開発の困難さを回避し、より実践的な家畜動物用サプリ

メントの開発へと修正された。プロジェクトの確実な目標達成の面からも、運営管理の面からも、

柔軟な対応であったと評価できる。 

 一方で、特許出願された乾燥ストレス耐性遺伝子は、種子メーカーなどとの連携を構想してい

るとのことであるが、当該特許が日本国内の草地改良などで利用される可能性はそれほど高いと

は考えられない。そのため、日本への科学的貢献については、まだ具体的な案件は見いだせてい

ない段階である。 

 実施体制は、プロジェクト開始前からの日蒙間の共同研究実績に加え、コロナ禍を乗り越えて

新たな共同研究体制が形成されるなど、さらに強固なものになりつつあり、相手国を含めた優れ

た技術および人的ネットワークが構築された。 

 

４－４．プロジェクトの運営  
 
 コロナ禍で日本からの渡航が困難な時期でも、モンゴル側研究者が自主的に植物の探索調査を

行うなど、モンゴル側と日本側が連携しながらプロジェクトを推進した。特に、モンゴル側研究

代表者のバトフー教授のリーダーシップと積極的な研究姿勢により、コロナ禍でもプロジェクト

は着実に推進された。さらに、日蒙での合同セミナーおよび研究打合せをオンラインで定期的に

実施し、随時プロジェクト全体の研究進捗の確認をメンバー全員で行った。加えて、モンゴル側

の企業を交えて、家畜動物用サプリメントの開発に取り組むなど、研究成果の社会実装にも意欲

的に取り組んでいる点が高く評価される。一方で、試験研究の成果は優れているが、技術協力・

社会実装の視点からは、技術を適用する対象地域および対象者の社会・経済・文化に関する分析

が必ずしも充分ではなく、プロジェクトの出口に向けてさらなる配慮が必要と思われる。 

 プロジェクトの前半はコロナ禍で思うような研究活動ができず成果の広報活動も少なかったが、

後半は、双方の国で共同研究が加速し、論文発表のみならず、メディアを活用するなど、成果の

アウトリーチ活動に積極的に取り組んだ点は特筆に値する。 

 

５．今後の研究に向けての要改善点及び要望事項 
 

１） 優れた研究成果をどのような遊牧民（世帯）・地域へ普及するのか、その便益はどの程度のも

のが予想され、公的資金をどのように活用すべきかなどの点をモンゴル側の関係者と充分に

協議して、成果がしっかり普及するように検討いただきたい。また、開発した技術の実用化

に向けて、引き続き現地機関や関連する活動とも連携して、検討・検証を続けていただきた

い。 
 

２） プロジェクトで開発した栽培技術（植生遷移、大量のシードコーティング種子の作成、播種

技術、バッタ・ネズミ等に対する対策技術）を引き続き案出し、技術の普及に取り組んでい
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ただきたい。 

 

３） モンゴル草原植物の研究から家畜動物用サプリメントを開発したのは大きな成果である。し

かし、サプリメントの実用化までには、今後も相当な時間を要すると思われる。引き続き、

企業などとも連携して、有効性の確認、原材料の確保、安定した製造方法、遊牧民への普及

方法を継続して検討いただきたい。 
 

４） 草原植物資源である C. virgata の品種登録が予定されている。野生種の栽培化の試みは画期

的であり、ぜひ品種登録を実現させていただきたい。 
 

５） プロジェクトで得られた成果を、同様の課題を抱える他国・他地域、国際社会に発信するた

めには、公開ワークショップ等の開催を検討していただきたい。 
 

以上 
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図１ 成果目標シートと達成状況（2025 年 10 月時点） 


